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深
刻
な 

地
球
温
暖
化 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
国
連
本
部
「
気
候
行

動
サ
ミ
ッ
ト
」
で
、
ス
エ
ー
デ
ン
の
グ

レ
タ
・
ト
ゥ
ン
ベ
リ
ー
さ
ん(

１６
歳)

は
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
海
水
温
上
昇

に
「
私
た
ち
は
絶
滅
の
始
ま
り
に
あ
る

の
に
あ
な
た
方
が
話
す
の
は
、
お
金
や

経
済
成
長
ば
か
り
、
私
た
ち
を
裏
切
る

道
を
選
べ
ば
許
さ
な
い
」
と
訴
え
た
。 

ズ
バ
リ
！
こ
の
発
言
は
日
本
の
安

倍
総
理
に
と
っ
て
、
耳
の
痛
い
話
だ
ろ

う
。
又
、
国
連
事
務
総
長
の
グ
テ
レ
ス

さ
ん
は
「
２０
年
以
降
は
石
炭
火
力
発
電

所
の
新
設
を
や
め
よ
う
！
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本

で
は
現
在
１５
基
も
の
石
炭
火
力
発
電

所
の
建
設
が
進
ん
で
い
ま
す
。 

 
 
 

石
炭
は
大
量
の
温
室
効
果
ガ
ス
を

排
出
し
、
大
気
汚
染
を
生
み
出
す
最
悪

の
自
然
破
壊
犯
で
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
が
国
際
的
に
強
く
非
難
さ
れ
る

の
は
当
然
で
あ
り
、
む
し
ろ
恥
ず
べ
き

こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

千
葉
県
を
襲
っ
た
過
去
最
強
の
狂

暴
化
し
た
台
風
や
、
気
象
変
動
に
よ
る

農
作
物
へ
の
影
響
、
高
温
に
よ
る
熱
中

症
な
ど
生
命
の
危
険
は
、
地
球
温
暖
化

に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

安
倍
総
理
は
い
つ
で
も
、
ど
ん
な
こ

と
も
ト
ラ
ン
プ
と
「
イ
エ
ス
」
の
行
動

を
取
り
ま
す
が
、
今
度
ば
か
り
は
世
界

の
若
者
に
呼
応
し
、
ト
ラ
ン
プ
と
は
別

に
国
連
の
「
気
候
変
動
サ
ミ
ッ
ト
」
に

参
加
し
て
ほ
し
か
っ
た
。(

ｙ ) 

  

改
憲
発
議 

許
さ
な
い
結
果
に 

参
議
院
選
挙
の
結
果
は
、
自
民
・

公
明
・
維
新
に
よ
る
改
憲
勢
力
に
改

憲
発
議
に
必
要
な
３
分
の
２
の
議

席
を
与
え
ま
せ
ん
で
し
た
。 

こ
れ
を
実
現
し
た
最
大
の
力
は

市
民
と
野
党
共
闘
に
よ
る
全
国
３２

選
挙
区
（
１
人
区
）
中
、
１０
選
挙
区

の
勝
利
で
す
。
共
闘
は
立
憲
主
義
・

民
主
主
義
・
平
和
主
義
を
中
心
と
す

る
草
の
根
の
運
動
が
大
き
な
力
を

発
揮
し
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。 

 

国
民
の
選
択
は
、
安
倍
政
権
に
よ

る
憲
法
９
条
の
破
壊
は
許
さ
な
い
。

安
保
法
制
に
よ
る
戦
争
へ
の
道
、
消

費
税
１０
％
増
税
に
よ
る
地
域
経
済

の
疲
弊
や
所
得
の
格
差
拡
大
は
許

さ
な
い
。
な
ど
安
倍
暴
走
政
治
を
一

刻
も
早
く
終
わ
ら
せ
た
い
と
い
う

思
い
を
示
し
た
も
の
で
し
た
。 

安
倍
首
相 

改
憲
へ
の
執
念 

 

安
倍
首
相
、
選
挙
後
の
組
閣
は

「
日
本
会
議
」
に
所
属
す
る
右
寄
り

の
大
臣
を
す
え
、
所
信
表
明
で
は

「
憲
法
審
査
会
で
論
議
を
し
っ
か

り
や
る
」
と
、
任
期
中
の
憲
法
「
改

正
」
に
向
け
た
強
引
な
姿
勢
は
崩
し

て
い
ま
せ
ん
。 
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日
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消
費
税
を 

５
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へ
減
税 

提
案 
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野
党
連
合
政
権
へ
の
道 

日
本
共
産
党
は
、次
の
衆
議
院

選
挙
で
「
野
党
連
合
政
権
」
へ
の

道
を
拓
く
事
が
重
要
と
、各
野
党

に
協
議
を
よ
び
か
け
ま
し
た
。 

９
月
１２
日
に
は
「
れ
い
わ
新

選
組
」
と
、
参
議
院
選
挙
で
合
意

し
た

１３

項
目
の
政
策
を
基
本

に
、野
党
連
合
政
権
に
向
け
協
力

す
る
と
の
合
意
を
得
ま
し
た
。 

こ
の
流
れ
を
加
速
さ
せ
る
為

に
は
、
国
会
で
の
論
議
、
県
や
地

方
で
の
共
闘
が
重
要
で
す
。 

進
む
市
民
と
野
党
の
共
闘 

 

埼
玉
で
は
「
オ
ー
ル
埼
玉
連

絡
会
」
に
結
集
す
る
市
民
団
体

と
野
党
が
、
７
度
の
１
万
人
集

会
を
成
功
さ
せ
て
来
ま
し
た
。

１１
月
２６
日
に
は
８
度
目
の
集

会
を
大
宮
駅
西
口
で
予
定
し
て

い
ま
す
。
ま
た
埼
玉
県
１５
の
小

選
挙
区
す
べ
て
に
「
市
民
と
野

党
の
連
絡
会
」
が
作
ら
れ
共
闘

が
発
展
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
力
が
、
２１
年
ぶ
り
の
日

本
共
産
党
参
議
院
議
員
伊
藤

岳
の
勝
利
や
大
野
新
知
事
を
誕

生
さ
せ
ま
し
た
。
今
後
の
総
選

挙
へ
布
石
と
な
る
の
が
市
民
と

野
党
の
本
気
の
共
闘
で
す
。 

政
府
は
、
消
費
税
を
「
社
会
保
障

の
た
め
」
「
財
政
再
建
の
た
め
」
と

繰
り
返
し
て
来
ま
し
た
が
、
社
会
保

障
は
切
り
下
げ
の
連
続
、
国
の
借
金

は
４
倍
に
膨
れ
上
が
っ
て
い
ま
す
。 

消
費
税
増
税
に
対
し
て
法
人
税
、

所
得
税
、
住
民
税
は
減
っ
て
い
ま

す
。
結
局
、
国
民
の
弱
者
か
ら
吸
い

上
げ
、
大
企
業
と
富
裕
層
を
う
る
お

し
て
来
た
の
が
消
費
税
で
す
。 

緊
急
に
５
％
へ
引
き
下
げ
る
こ

と
を
提
案
し
ま
す
。 

そ
し
て
、
野
党
連
合
政
権
へ
の

合
意
形
成
が
日
本
の
将
来
に
つ

な
が
る
も
の
に
な
る
こ
と
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。 
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